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宮
中
で
親
任
式
を
終
え
た
野
田

佳
彦
・
内
閣
総
理
大
臣
は
９
月
２

日
、
新
内
閣
を
発
足
さ
せ
た
。
新

政
権
は
今
後
、
東
日
本
大
震
災
の

本
格
復
興
に
向
け
、
平
成
２３
年
度

第
３
次
補
正
予
算
の
編
成
作
業
な

ど
に
着
手
す
る
。
新
内
閣
の
発
足

を
受
け
、
地
方
六
団
体
は
共
同
声

明
�
左
掲
�
を
公
表
。
「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
」
を
積
極
的
に
活

用
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。

新
内
閣
発
足
に
当
た
っ
て

の
共
同
声
明
―
―
六
団
体

本
日
、
野
田
新
内
閣
が
発
足
し

た
。我

が
国
は
、
人
口
減
少
・
高
齢

化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
等
に

よ
り
社
会
・
経
済
構
造
が
大
き
く

変
化
し
、
将
来
に
対
す
る
不
安
や

閉
塞
感
が
国
民
の
間
に
漂
う
中
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
ま
さ

に
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

新
内
閣
は
、
福
島
第
一
原
発
事

故
の
早
期
収
束
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
傾

注
す
る
と
と
も
に
、
長
期
低
迷
を

続
け
る
経
済
を
回
復
軌
道
に
乗

せ
、
国
難
と
も
言
え
る
今
回
の
事

態
を
乗
り
越
え
、
我
が
国
の
再
生

を
果
た
す
責
任
が
あ
る
。

も
と
よ
り
、
我
が
国
の
再
生
に

は
、
国
と
地
方
が
総
力
を
結
集

し
、
国
民
の
力
が
十
分
に
発
揮
で

き
る
効
果
的
な
行
政
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
国
と
現
場
を
熟
知
す
る
地
方

が
積
極
的
に
対
話
を
行
い
、
政
策

を
形
づ
く
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。こ

う
し
た
観
点
か
ら
、
新
内
閣

は
、
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」

を
積
極
的
に
活
用
し
、
義
務
付
け

・
枠
付
け
の
見
直
し
や
権
限
移

譲
、
国
の
出
先
機
関
の
原
則
廃

止
、
地
方
税
財
源
の
抜
本
強
化
等

の
改
革
を
早
急
に
実
現
す
る
こ
と

で
「
地
域
主
権
改
革
」
を
断
行
す

べ
き
で
あ
る
。

特
に
、
「
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
」
の
取
り
ま
と
め
、
子
ど
も

手
当
や
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
の
設
計
に
つ
い
て
は
、
社
会

保
障
の
大
半
が
地
方
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

地
方
の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ

た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。加

え
て
、
現
在
の
歴
史
的
な
円

高
は
、
産
業
の
空
洞
化
を
引
き
起

こ
し
、
我
が
国
の
経
済
活
力
や
雇

用
を
失
わ
せ
、
地
方
自
治
体
の
財

政
状
況
を
深
刻
化
さ
せ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
成
長

戦
略
の
迅
速
な
実
行
と
地
域
間
格

差
の
是
正
策
を
含
め
、
過
度
の
円

高
を
是
正
し
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却

を
図
る
た
め
の
緊
急
経
済
対
策
を

早
急
に
実
施
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
。

平
成
２３
年
９
月
２
日

全
国
知
事
会
会
長

山
田

啓
二

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
会
長

山
本

教
和

全
国
市
長
会
会
長

森

民
夫

全
国
市
議
会
議
長
会
会
長

関
谷

博

全
国
町
村
会
会
長

藤
原

忠
彦

全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長

�
橋

正

新
閣
僚
の
顔
ぶ
れ

【
平
成
２３
年
９
月
２
日
発
足
】

▽
内
閣
総
理
大
臣
�
野
田
佳
彦
（
衆
）

▽
総
務
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
、
地
域
主
権
推

進
）
、
地
域
活
性
化
担
当
�
川
端
達
夫

（
衆
）
▽
法
務
大
臣
�
平
岡
秀
夫
（
衆
）

▽
外
務
大
臣
�
玄
葉
光
一
郎
（
衆
）
▽

財
務
大
臣
�
安
住
淳
（
衆
）
▽
文
部
科

学
大
臣
�
中
川
正
春
（
衆
）
▽
厚
生
労

働
大
臣
�
小
宮
山
洋
子
（
衆
）
▽
農
林

水
産
大
臣
�
鹿
野
道
彦
（
衆
）
▽
経
済

産
業
大
臣
、
原
子
力
経
済
被
害
担
当
�

鉢
呂
吉
雄
（
衆
）
▽
国
土
交
通
大
臣
、

海
洋
政
策
担
当
�
前
田
武
志
（
参
）
▽

環
境
大
臣
、
原
発
事
故
の
収
束
及
び
再

発
防
止
担
当
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
）
�
細

野
豪
志
（
衆
）
▽
防
衛
大
臣
�
一
川
保

夫
（
参
）
▽
内
閣
官
房
長
官
�
藤
村
修

（
衆
）
▽
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
消
費
者
及
び

食
品
安
全
）
、
拉
致
問
題
担
当
�
山
岡

賢
次
（
衆
）
▽
郵
政
改
革
担
当
、
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
金
融
）
�
自
見
庄

三
郎
（
参
）
▽
国
家
戦
略
担
当
、
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
、
科

学
技
術
政
策
）
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
担
当
、
宇
宙
開
発
担
当
�
古
川
元
久

（
衆
）
▽
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
行

政
刷
新
、
「
新
し
い
公
共
」
、
少
子
化

対
策
、
男
女
共
同
参
画
）
、
公
務
員
制

度
改
革
担
当
�
蓮
舫
（
参
）
▽
東
日
本

大
震
災
復
興
対
策
担
当
、
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
防
災
）
�
平
野
達
男
（
参
）

災災
害害
救救
助助
法法
がが
適適
用用

８
月
２５
日
に
発
生
し
た
台
風
第

１２
号
は
、
日
本
の
南
海
上
を
ゆ
っ

く
り
と
北
上
。
９
月
３
日
に
は
高

知
県
東
部
に
上
陸
し
、
四
国
・
中

国
地
方
を
縦
断
し
た
。
台
風
第
１２

号
は
動
き
が
遅
く
大
型
の
勢
力
を

保
っ
て
い
た
た
め
、
西
日
本
か
ら

北
日
本
に
か
け
た
広
範
囲
の
地
域

に
わ
た
り
、
記
録
的
な
大
雨
を
も

た
ら
し
た
。

こ
の
台
風
に
よ
る
被
害
状
況

は
、
消
防
庁
調
べ
９
月
６
日
午
後

１２
時
の
時
点
で
、
全
国
の
死
者
数

３７
人
、
行
方
不
明
者
数
５４
人
、
負

傷
者
数
１
０
０
人
。
避
難
指
示
の

対
象
者
数
は
１
万
３
６
８
５
人
、

避
難
勧
告
の
対
象
者
数
は
７
８
１

１
人
に
も
及
ん
で
い
る
。

被
災
地
で
は
、
住
民
が
避
難
し

継
続
的
に
救
助
を
必
要
と
す
る
状

況
へ
陥
っ
た
た
め
、
三
重
県
、
奈

良
県
、
和
歌
山
県
、
岡
山
県
は
９

月
２
日
付
で
被
害
が
著
し
い
市
町

村
に
対
し
、
災
害
救
助
法
を
適
用

し
た
。
適
用
市
町
村
の
う
ち
、
該

当
市
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

【
三
重
県
】
熊
野
市

【
奈
良
県
】
五
條
市

【
和
歌
山
県
】
田
辺
市
、
新
宮
市

【
岡
山
県
】
玉
野
市

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1808号９月１５日平成23年
（2011年）

９月２日

地方六団体
が声明公表

台
風
第
１２
号
被
害
に
対
し

野野
田田
総総
理理
がが

新新
内内
閣閣
発発
足足

（１） 平成２３年９月１５日 第１８０８号
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前
号
に
続
き
、
３
月
と
６
月
の

定
例
会
に
関
す
る
意
見
書
・
決
議

の
状
況
を
「
下
」
と
し
て
掲
載
、

両
定
例
会
の
動
向
を
分
析
す
る
。

３
月
定
例
会
で
は
「
東
日
本
大

震
災
へ
の
支
援
」
が
意
見
書
４９
件
、

決
議
８３
件
。
圧
倒
的
な
存
在
感
を

醸
し
出
し
て
い
る
。
震
災
発
生
直

後
の
議
決
だ
け
に
▽
被
災
者
の
速

や
か
な
救
済
▽
地
震
・
津
波
・
原

発
等
に
よ
る
被
害
拡
大
の
抑
制
―

―
な
ど
喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
む

よ
う
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

６
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
意

見
書
で
は
「
公
立
学
校
施
設
に
お

け
る
防
災
機
能
の
整
備
の
推
進
」

が
７７
件
。
社
会
的
な
衝
撃
が
大
き

か
っ
た
東
日
本
大
震
災
だ
け
に
、

６
月
定
例
会
で
も
震
災
に
ま
つ
わ

る
内
容
の
意
見
書
が
最
多
と
な
っ

た
。
た
だ
し
、
震
災
発
生
か
ら
３

カ
月
が
経
過
し
て
い
る
だ
け
に
震

災
へ
の
対
応
か
ら
、
防
災
拠
点
の

整
備
へ
関
心
が
移
行
し
て
い
る
。

政
府
の
緊
急
災
害
対
策
本
部
が

公
表
し
た
直
近
の
資
料
に
よ
れ

ば
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
死
者

は
１
万
５
７
２
６
人
、
行
方
不
明

者
４
５
９
３
人
、
負
傷
者
５
７
１

９
人
。
数
値
は
８
月
２３
日
時
点
の

デ
ー
タ
に
よ
る
た
め
、
人
的
被
害

の
数
は
今
後
、
ま
す
ま
す
膨
ら
む

も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

平
成
１２
年
２
月
に
政
府
が
発
刊

し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興

誌
」
を
紐
解
く
と
、
こ
の
地
震
に

よ
る
死
者
は
６
４
３
２
人
、
行
方

不
明
者
３
人
、
負
傷
者
４
万
３
７

９
２
人
。
東
日
本
大
震
災
は
地
震

に
起
因
す
る
被
害
と
し
て
は
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
も
匹
敵
す
る

規
模
の
大
災
害
と
な
っ
た
。

た
だ
し
東
日
本
大
震
災
の
場

合
、
更
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
存

在
が
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
に
ま
で
至

っ
た
福
島
原
子
力
発
電
所
で
の
事

故
。
放
射
性
物
質
を
撒
き
散
ら

し
、
現
在
も
広
い
範
囲
で
被
爆
被

害
を
も
た
ら
し
続
け
て
い
る
。
放

射
性
物
質
拡
散
の
被
害
は
農
業
や

漁
業
に
も
及
び
、
農
林
水
産
物
へ

の
直
接
的
な
放
射
能
汚
染
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、
風
評
害
に
よ
る
被

害
を
も
与
え
続
け
て
い
る
。

未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
東

日
本
大
震
災
へ
対
応
す
る
た
め
、

政
府
は
震
災
当
日
の
３
月
１１
日
、

菅
直
人
・
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部

長
と
す
る
緊
急
災
害
対
策
本
部
を

設
置
。
被
災
者
の
救
護
・
救
助
を

は
じ
め
と
す
る
災
害
応
急
活
動
に

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
。

５
月
２
日
に
は
第
１
次
補
正
予

算
が
成
立
し
、
震
災
か
ら
の
早
期

復
旧
に
向
け
年
度
内
に
必
要
と
見

込
ま
れ
る
経
費
を
計
上
。
応
急
仮

設
住
宅
の
供
与
経
費
３
６
２
６
億

円
、
津
波
に
よ
り
発
生
し
た
ガ
レ

キ
処
理
の
経
費
３
５
１
９
億
円
な

ど
を
当
初
予
算
へ
追
加
し
た
。
追

加
額
の
合
計
は
約
４
兆
円
。

７
月
２５
日
に
は
２
次
補
正
予
算

が
成
立
。
直
近
の
復
旧
状
況
を
踏

ま
え
、
当
面
の
復
旧
対
策
に
万
全

を
期
す
こ
と
と
し
た
。
財
源
は
追

加
の
国
債
を
発
行
せ
ず
、
２２
年
度

決
算
剰
余
金
で
賄
う
。
原
子
力
損

害
賠
償
法
関
係
経
費
２
４
７
４
億

円
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
補

助
金
３
０
０
０
億
円
な
ど
、
１
次

補
正
に
対
し
、
更
に
積
み
増
し
し

た
合
計
額
は
約
２
兆
円
に
及
ぶ
。

こ
の
ほ
か
政
府
は
、
東
日
本
大

震
災
復
興
基
本
法
を
６
月
２４
日
に

施
行
。
菅
総
理
を
本
部
長
と
す
る

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
を

設
置
し
た
。
同
本
部
は
８
月
２６
日
、

各
府
省
の
事
業
計
画
と
工
程
表
を

ま
と
め
▽
海
岸
▽
河
川
▽
下
水
道

▽
交
通
網
▽
農
地
・
農
業
用
施
設

▽
漁
港
・
漁
場
―
―
な
ど
へ
、
応

急
対
策
を
実
施
す
る
時
期
、
本
復

旧
に
着
手
す
る
時
期
を
示
し
た
。

菅
内
閣
の
後
を
受
け
９
月
２

日
、
野
田
佳
彦
・
新
内
閣
が
発

足
。
本
格
復
興
に
向
け
３
次
補
正

の
編
成
作
業
に
着
手
す
る
。
し
か

し
、
与
党
内
で
も
反
発
の
強
い
復

興
増
税
に
向
け
た
議
論
が
焦
点
と

な
る
だ
け
に
、
３
次
補
正
の
行
方

は
紆
余
曲
折
が
予
想
さ
れ
る
。

公
立
学
校
施
設
は
、
大
規
模
地

震
や
豪
雨
等
の
非
常
災
害
時
、
地

域
住
民
の
防
災
拠
点
と
し
て
中
心

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
校
舎

ほ
か
施
設
の
耐
震
化
の
整
備
不

足
、
備
蓄
倉
庫
の
不
足
な
ど
、
公

立
学
校
施
設
の
防
災
機
能
の
不
備

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

文
部
科
学
省
が
８
月
２４
日
に
発

表
し
た
「
公
立
学
校
施
設
の
耐
震

改
修
状
況
調
査
」
で
は
、
耐
震
化

の
進
捗
率
が
平
成
２３
年
４
月
１
日

現
在
、
公
立
小
中
学
校
施
設
で
８０

・
３
％
（
た
だ
し
、
岩
手
県
、
宮

城
県
、
福
島
県
を
除
く
）
。
こ
の

数
値
は
対
前
年
度
比
７
％
増
と
な

っ
て
お
り
、
柱
や
壁
な
ど
校
舎
関

係
の
構
造
物
の
耐
震
化
は
進
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
照
明
器
具
や
天

井
な
ど
非
構
造
体
の
耐
震
化
は
、

校
舎
等
の
構
造
物
に
比
べ
４５
・
４

％
と
低
い
進
捗
率
に
と
ど
ま
る
。

校
舎
自
体
の
耐
震
化
と
と
も
に
、

非
構
造
体
も
同
時
に
耐
震
化
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

文
科
省
に
設
置
さ
れ
て
い
る
国

立
教
育
政
策
研
究
所
は
、
８
月
５

日
、
「
学
校
施
設
の
防
災
機
能
に

関
す
る
実
態
調
査
結
果
」
を
公
表

し
た
。
こ
の
実
態
調
査
は
今
回
の

東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け
、

ま
と
め
た
も
の
。
岩
手
県
、
宮
城

県
、
福
島
県
の
３
県
を
除
く
全
国

の
公
立
学
校
を
対
象
に
実
施
。

実
態
調
査
に
よ
る
と
、
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
公
立
学
校
の

数
は
全
体
の
８９
・
３
％
に
あ
た
る

３
万
５
１
３
校
。
う
ち
「
停
電
に

備
え
た
自
家
発
電
設
備
を
有
す
る

学
校
」
は
１８
％
に
と
ど
ま
る
。
ま

た
、
「
敷
地
内
に
防
災
倉
庫
・
備

蓄
倉
庫
」
が
あ
る
学
校
は
全
体
の

３５
・
２
％
。
今
後
、
▽
備
蓄
倉
庫

▽
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
は
じ
め
と

す
る
自
家
発
電
設
備
―
―
な
ど
、

国
か
ら
の
財
政
支
援
を
受
け
な
が

ら
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
し
本
来
、
学
校
施
設
は
教

育
活
動
を
行
う
現
場
。
今
回
の
震

災
で
は
、
震
災
発
生
か
ら
数
カ
月

が
経
過
し
て
も
、
屋
内
運
動
場
が

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

生
徒
や
児
童
が
使
用
で
き
な
い
ケ

ー
ス
も
発
生
し
て
い
る
。
今
後
、

【
３
面
へ
続
く
】

議会
３ 月
定例会

東
日
本
大
震
災
の
救
援
・
復
興
が
圧
倒

６ 月
定例会

公
立
学
校
施
設
の
防
災
機
能
拡
充
を

３３
月月
・・
６６
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
下下��

第１８０８号 平成２３年９月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

【
２
面
か
ら
続
く
】

学
校
が
本
来
果
た
す
べ
き
教
育
現

場
と
し
て
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

意
見
書
で
は
公
立
学
校
施
設
を

対
象
に
、
避
難
場
所
と
し
て
備
え

る
べ
き
必
要
な
防
災
機
能
の
基
準

を
国
が
作
成
し
、
地
方
公
共
団
体

へ
情
報
提
供
す
べ
き
と
す
る
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
未
だ
災
害
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
、
地
方
公
共
団

体
へ
十
分
に
普
及
し
て
い
な
い
現

状
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
国
が
早

急
に
防
災
機
能
の
基
準
を
示
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

▼
議
長

▽
犬
山

山
田
拓
郎（
５
・
１１
）

▽
練
馬

小
川
け
い
こ（
６
・
１３
）

▽
鯖
江

平
岡
忠
昭（
７
・
２７
）

▽
刈
谷

加
藤
賢
次（
８
・
８
）

▽
本
宮

作
田

博（
８
・
９
）

▼
副
議
長

▽
犬
山

柴
山
一
生（
５
・
１１
）

▽
練
馬

斉
藤
静
夫（
６
・
１３
）

▽
鯖
江

�
田
義
紀（
７
・
２７
）

▽
刈
谷

白
土
美
恵
子（
８
・
８
）

▽
本
宮

國
分
義
之（
８
・
９
）

▼
事
務
局
長

▽
川
崎

小
金
井
勉（
４
・
１
）

▽
犬
山

後
藤

裕（
４
・
１
）

▽
野
洲

岡
野

勉（
４
・
１
）

▽
京
都

大
島

仁（
４
・
１
）

３月定例会意見書・決議の議決状況（下）（２３．１．１～４．３０）
決 議

】

】

】

】

】

】

】

】

１

－

－

－

１

０

－

－

－

－

－

－

－

８７

８３

１

－

３

８

０

３

５

６

－

－

－

－

６

１４

１１６

１２８

【

【

【

【

【

【

【

【

意見書

】

】

】

】

】

】

】

】

１０１

５０

１３

５

３３

９４

６３

４

４

４

４

４

１１

８３

４９

１７

５

１２

２３

８

０

１５

９８

３２

８

７

６

４５

３７

４３６

８８４

【

【

【

【

【

【

【

【

件 名

【建設・運輸・郵政・国土保全】

○公共交通機関のバリアフリー化の更
なる推進

○住民の安全・安心なくらしを支える
交通運輸行政の充実

○外国資本による土地売買等に関する
法整備

○その他

【労働・商工】

○若者の雇用対策の更なる充実

○公契約基本法の制定

○最低賃金の引き上げと中小企業支援
の拡充

○労働者派遣法の早期抜本改正と雇用
の安定

○自営業者の自家労賃を必要経費と認
めない所得税法第５６条の廃止を求め
る

○福島県最低賃金の引き上げと早期発
効

○その他

【警察・防災・消防】

○東日本大震災への支援

○原子力発電所の安全見直しなど

○取調べ全過程の可視化の実現

○その他

【外交・防衛・国際関係】

○尖閣諸島領海侵犯事件の不起訴処分
に抗議し、万全の領海警備を求める

○ケビン・メア米国務省日本部長（前
在沖米国総領事）の発言に対する抗
議決議

○その他

【社会・くらし】

○「子ども・子育て新システムの基本
制度案要綱」に基づく保育制度に対
し、現行保育制度の拡充

○離島振興法の抜本改正及び総合的な
離島振興策の推進

○介護保険制度の抜本的改善

○生活保護行政の改善

○その他

【その他】

【合 計】

【総合計】

６月定例会意見書・決議の議決状況（下）（２３．５．１～７．３１）

決 議

】

】

】

】

】

】

】

】

０

－

－

１

－

－

－

１

９

－

－

１

８

７

１

４

２

３

－

－

－

３

１０

３０

５２

【

【

【

【

【

【

【

【

意見書

】

】

】

】

】

】

】

】

２７

５

２２

３８

１０

８

５

１５

３１５

７７

７０

５２

１１６

１５

３

０

１２

１４２

４２

３３

１１

５６

３

５４０

９７７

【

【

【

【

【

【

【

【

件 名

【建設・運輸・郵政・国土保全】

○公共輸送機関の存続へ向け、ＪＲ九
州等に係る経営支援策を講ずること
を求める

○その他

【労働・商工】

○神奈川県最低賃金改定

○地方消費者行政に対する国の実効的
支援を求める

○北海道地域最低賃金の大幅な改善

○その他

【警察・防災・消防】

○公立学校施設における防災機能の整
備の推進

○東日本大震災の復興支援と総合的な
復興ビジョン策定を求める

○原子力発電所の安全対策の強化等を
求める

○その他

【外交・防衛・国際関係】

○嘉手納基地におけるパラシュート降
下訓練に抗議

○アメリカ政府の核性能実験に反対

○その他

【社会・くらし】

○当面の電力需給対策を早急に打ち出
すことを求める

○地方消費者行政に対する国の実効的
支援を求める

○子どもが受ける放射線「年２０ミリシ
ーベルト」基準の見直しを求める

○その他

【その他】

【合 計】

【総合計】

議議
会会
人人
事事
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山
梨
県
富
士
吉
田
市
立
病
院

（
院
長
�
樫
本
温
）
で
は
、
平
成

２２
年
度
に
国
内
最
新
式
・
が
ん
治

療
装
置
「
リ
ニ
ア
ッ
ク
」
を
導
入

し
た
。

―
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
は
―

エ
ッ
ク
ス
線
や
電
子
線
な
ど
の

放
射
線
を
当
て
て
、
ガ
ン
な
ど
を

治
療
す
る
機
器
が
リ
ニ
ア
ッ
ク
。

エ
ッ
ク
ス
線
を
当
て
る
と
い
う
点

で
は
、
体
内
の
画
像
を
撮
影
す
る

エ
ッ
ク
ス
線
診
断
装
置
と
同
じ
原

理
の
機
器
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

使
用
す
る
エ
ッ
ク
ス
線
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
高
く
す
る
こ
と
で
、
治
療

効
果
を
持
た
せ
た
も
の
で
あ
る
。

放
射
線
を
出
す
装
置
は
、
工
業

用
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
。
患
者
が
多
少
動

い
て
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が
患

者
の
位
置
を
捕
捉
し
、
病
巣
部
へ

正
確
に
放
射
線
を
当
て
る
こ
と
が

で
き
る
。
身
体
に
メ
ス
を
入
れ
る

こ
と
な
く
治
療
で
き
る
点
が
、
手

術
と
大
き
く
異
な
る
。

体
外
か
ら
、
体
内
の
ガ
ン
な
ど

の
病
巣
部
へ
向
け
放
射
線
を
照
射

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ガ
ン
細
胞
な

ど
を
破
壊
、
ま
た
は
進
行
の
抑
制

が
可
能
。
病
巣
部
に
到
達
す
る
ま

で
体
を
切
り
開
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
手
術
と
比
べ
、
正
常
な
組
織

へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
正
常
な
組

織
の
機
能
を
残
し
た
ま
ま
治
療
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
ほ
か
、
治

療
時
間
も
短
く
痛
み
も
伴
わ
な
い

た
め
、
患
者
へ
の
負
担
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
病
巣
部
の
位
置
を
決

定
す
る
た
め
の
エ
ッ
ク
ス
線
位
置

決
め
装
置
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
照
射

装
置
と
同
じ
処
置
室
内
に
設
置
。

患
者
が
場
所
を
移
動
す
る
こ
と
な

く
、
ス
ム
ー
ズ
な
治
療
を
実
施
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

富
士
吉
田
市
立
病
院
で
は
、
ガ

ン
診
断
に
お
い
て
先
進
的
な
医
療

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

医
療
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
し
て

い
る
。

（
文
・
写
真
提
供
�
富
士
吉
田
市
）

―
当
市
の
紹
介
―

富
士
吉
田
市
は
山
梨
県
の
南
東

部
、
日
本
一
の
標
高
３
７
７
６
�

と
美
し
さ
を
誇
る
富
士
山
の
北
麓

に
位
置
し
、
海
抜
７
５
０
�
の
市

街
地
を
形
成
す
る
高
原
都
市
で
あ

る
。
昭
和
２６
年
、
富
士
上
吉
田
町
、

明
見
町
の
合
併
に
よ
り
市
制
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
昭
和
３５
年
に
は
上

暮
地
地
区
を
合
併
し
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

古
く
か
ら
富
士
山
信
仰
の
町
と

し
て
栄
え
た
富
士
吉
田
の
地
。
信

仰
の
た
め
に
訪
れ
た
人
々
を
も
て

な
し
、
富
士
山
へ
送
り
出
し
た
御

師
（
お
し
）
の
家
が
軒
を
連
ね
て

い
た
こ
と
か
ら
、
「
御
師
文
化
」

の
面
影
が
今
も
な
お
残
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
明
治
以
降
、
織
物
が

近
代
産
業
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、

主
産
業
と
し
て
発
展
。
織
物
産
業

を
軸
と
し
政
治
・
経
済
・
文
化
の

面
で
、
富
士
北
麓
の
中
核
都
市
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

日
本
の
シ
ン
ボ
ル
・
富
士
山
の

麓
に
広
が
る
富
士
吉
田
市
は
、
市

域
の
大
部
分
が
国
立
公
園
内
に
あ

る
。
土
地
利
用
の
面
で
大
き
な
制

約
が
あ
る
と
は
い
え
、
富
士
山
に

抱
か
れ
た
自
然
環
境
は
、
市
民
に

限
り
な
い
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
、

大
き
な
誇
り
に
も
な
っ
て
い
る
。

市市 政政

ニニュューースス

市立病院へ

富富
士士
山山
北北
麓麓
のの
中中
核核
都都
市市

最最
新新
式式
ガガ
ンン
治治
療療
機機
導導
入入
富士吉田市
（山梨県）

市立病院の背景には見事な富士山の姿が広がる（上）
体を切り開かずに治療が可能となるリニアック（下）
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